
 

北東アジア青少年環境シンポジウム 2004 
１.開催結果の主な内容 

（１）水環境保全に係る活動発表 

  9 グループ（日本 3 グループ、韓国 3 グループ、中国 2 グループ、ロシア 1 グループ）が、それぞれ実施 

 している水環境保全に係る活動について発表し、意見交換を行った。 

（２）共同野外環境保全活動の実施 

  保寧（ボリョン）市大川海水浴場において、共同で海岸漂着物調査及び海岸清掃活動実施した。 

（３）北東アジア青少年環境シンポジウム宣言の採択 

  参加者が別添のシンポジウム宣言を採択し、自然と共生する社会や循環型の社会を目指して、北東アジ

 ア地域に住む全ての青少年に環境保全のための取組に積極的に参加することを呼びかけた。 

 
２.開催概要 

（１）開催期日  8 月 21 日（土）～22 日（日） 

（２）開催場所  韓国 忠清南道 保寧（ボリョン）市 

（３）主   催  富山県、（財）環日本海環境協力センター、忠清南道、環境保全協会(大田忠南支会) 

   共   催  環境省、韓国環境部 

（４）参 加 者  4 か国・8 自治体の中学生 37 名 

            日 本： 9 名（富山県 7 名、新潟県 1 名、石川県 1 名） 

            韓 国：22 名（忠清南道 20 名、江原道 2 名） 

            中 国： 4 名（山東省 2 名、江蘇省 2 名） 

            ロシア： 2 名（沿海地方 2 名） 

（５）内 容 

 ア 挨 拶 富山県、忠清南道 

 イ 基調講演 「北東アジア地域の環境の現状と課題」 

         （韓国公州映像情報大学 李 進 学長 … 元韓国環境部次官） 

 ウ 活動発表（9 グループ） 

  ・「地下水を利用した生物の保護活動」（富山県高岡市立中田中学校） 

  ・「私たちの清掃ボランティア活動」（富山県高岡市立伏木中学校） 

  ・「ホタル生息地『牛の首』水質調査」（新潟県越路町立塚山中学校） 

  ・「干潟の価値と保存方法の調査」（忠清南道保寧市大川中学校） 

  ・「水の節約の方案」（忠清南道保寧市大川中学校） 

  ・「水質環境保存及び対策」（忠清南道保寧市大川中学校） 

  ・「山東省における黄海沿岸海辺の漂着物調査」（山東省煙台市第二中学校） 

  ・「水資源保護－我々の負うべき責任」（江蘇省啓東市呂四港鎮鶴城初等中学校） 



  ・「沿海地方におけるハスの花の保全」（沿海地方アルセニエフ市立教育機関第 1 総合学校） 

 エ 水質簡易測定法の実習（透視度、COD パックテスト、pH パックテスト） 

 オ 共同野外環境保全活動（海岸漂着物調査、清掃活動） 

 カ 環境学習 

  ・「私たちの水環境」（コーディネーター：富山県立大学 川上 智則 助教授） 

  ・環境家計簿 

 キ 北東アジア青少年環境シンポジウム宣言の採択 
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